
　

鶴
岡
亮
一
さ
ん
は
、
東
京

都
町
田
市
在
住
。
大
学
進
学

で
故
郷
を
離
れ
５０
数
年
が
経

つ
が
、
実
家
の
事
は
片
時
も

頭
を
離
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
と
い
う
。
大
学
卒
業
後
、

大
手
事
務
機
メ
ー
カ
ー
で
商

品
開
発
を
担
い
、
２
０
１
７

年
６
月
に
退
職
。
そ
の
後
は

も
う
一
つ
の
顔
で
あ
る
革
職

人
と
し
て
歩
み
始
め
、
現
在

は
主
に
婦
人
用
の
バ
ッ
グ
を

オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
で
請
け

負
っ
て
い
る
。
２
０
２
０
年

に
は
、
４０
年
連
れ
添
っ
た
妻

の
啓
子
さ
ん
が
闘
病
後
に
他

界
。「
老
後
を
一
緒
に
楽
し
く

過
ご
す
こ
と
は
叶
わ
ぬ
夢
と

な
っ
た
」
と
、
深
い
悲
し
み

を
語
る
。

　

実
家
は
、
両
親
が
亡
く
な

り
、
長
ら
く
空
き
家
と
な
っ

て
い
た
。「
実
家
を
ど
う
す

る
か
」
と
い
う
長
年
の
懸
案

事
項
に
重
い
腰
を
上
げ
た
の

は
、
亮
一
さ
ん
が
７０
歳
と
節

目
の
年
を
迎
え
る
２
０
２
４

年
の
こ
と
。
処
分
す
る
こ
と

を
覚
悟
し
て
現
地
調
査
を
依

頼
し
た
不
動
産
会
社
５
社
が
、

口
を
揃
え
た
よ
う
に
「
こ
の

建
物
は
歴
史
的
価
値
が
あ
り

壊
さ
な
い
方
が
良
い
。
き
れ

い
で
傷
み
も
少
な
く
、
し
っ

か
り
手
入
れ
を
す
れ
ば
あ
と

１
０
０
年
使
え
る
」。
さ
ら
に

２
社
か
ら
、「
リ
フ
ォ
ー
ム
し

て
民
泊
を
」
と
の
提
案
が
あ
っ

た
。
半
年
悩
ん
だ
末
に
、
亮

一
さ
ん
は
「
歴
史
と
伝
統
あ

る
実
家
を
残
そ
う
。
一
度
や
っ

て
み
た
か
っ
た
会
社
経
営
に

も
挑
戦
し
て
み
よ
う
」
と
決

意
。
２
０
２
４
年
１１
月
に
は
、

民
泊
事
業
を
行
う
会
社
を
設

立
し
た
。

　

亮
一
さ
ん
は
、
長
姉
・
京

子
さ
ん
、
次
姉
・
美
佐
子
さ
ん
、

長
男
・
亮
一
さ
ん
の
３
人
姉

弟
。
実
家
は
呉
服
商
を
畳
ん

だ
後
、
姉
弟
の
子
ど
も
時
代

に
も
、「
小
川
屋
さ
ん
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
。「
全
盛
期
に
は
、

敷
地
内
に
大
き
な
蔵
が
４
つ
、

周
辺
の
田
畑
や
山
な
ど
相
当

な
資
産
が
あ
っ
た
が
、
数
代

に
わ
た
る
婿
養
子
の
代
で
資

産
は
徐
々
に
減
り
、
辛
う
じ

て
残
っ
た
の
が
６
０
０
坪
の

敷
地
と
母
屋
を
含
む
３
つ
の

建
物
だ
と
母
か
ら
聞
い
て
い

ま
し
た
」
と
、
亮
一
さ
ん
。

茂
原
市
在
住
の
姉
・
京
子
さ

ん
は
、「
私
た
ち
の
小
さ
い
頃

に
は
、
ま
だ
お
茶
室
が
あ
り

ま
し
た
。
母
屋
よ
り
も
立
派

な
設
え
で
し
た
」と
話
す
。
父
・

亮
治
さ
ん
は
庭
づ
く
り
に
熱

心
で
、
滝
と
噴
水
の
あ
る
池

も
自
ら
造
っ
た
と
い
う
。
そ

の
池
は
、
現
在
枯
山
水
と
な
っ

て
残
っ
て
い
る
。
亮
一
さ
ん

が
ボ
ー
ル
を
ぶ
つ
け
て
遊
ん

で
い
た
石
や
、「
日
本
の
田
舎

を
研
究
し
た
い
」
と
下
宿
し

て
い
た
ア
メ
リ
カ
人
が
敷
い

て
く
れ
た
と
い
う
敷
石
も
そ

の
ま
ま
だ
。
母
・
壽
美
さ
ん

も
手
先
が
器
用
だ
っ
た
。「
洋

裁
が
得
意
で
、
夏
の
セ
ー

ラ
ー
服
を
お
揃
い
で
、
ス

カ
ー
ト
と
ズ
ボ
ン
で
作
っ

て
く
れ
た
。
水
着
も
作
っ

て
く
れ
ま
し
た
」。

　

京
子
さ
ん
は
『
遊
・
Ｏ

Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ａ
』
の
完
成

に
、「
建
物
を
残
し
て
く
れ

て
良
か
っ
た
。
裏
庭
に
は
、

柿
、
栗
、
梅
、
蕗
、
三
つ

葉
に
筍
が
あ
っ
て
、
娘
や

孫
、
友
人
が
、
次
は
何
が

採
れ
る
の
と
楽
し
み
に
し
て

い
る
。
そ
の
楽
し
み
を
奪
わ

な
い
で
欲
し
い
、
そ
う
思
っ

て
い
ま
し
た
」
と
、
笑
顔
を

見
せ
る
。
亮
一
さ
ん
は
、「
僕

よ
り
地
元
に
残
っ
て
い
た
姉

の
方
が
実
家
へ
の
愛
着
は
強

い
と
分
か
っ
て
い
た
の
で
、

そ
の
想
い
は
ず
っ
と
気
に
し

て
い
ま
し
た
」
と
、
話
す
。

 

『
モ
ダ
ン
レ
ト
ロ
な
古
民
家

で
過
ご
す
安
ら
ぎ
の
一
時
』

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

『
遊
・
Ｏ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ａ
』
は

ス
タ
ー
ト
し
た
。
広
さ
９３
㎡
、

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
の
１
棟
貸
し
。
亮

一
さ
ん
の
こ
だ
わ
り
が
こ
こ

か
し
こ
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

薪
ス
ト
ー
ブ
の
あ
る
リ
ビ
ン

グ
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
老
舗
家

具
メ
ー
カ
ー
・
エ
コ
ー
ネ
ス

社
の
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
チ
ェ

ア
は
、
亮
一
さ
ん
が
革
を
張

り
直
し
た
も
の
だ
。
ダ
イ
ニ

ン
グ
に
は
、
ア
フ
リ
カ
産
木

材
・
ブ
ビ
ン
ガ
の
一
枚
板
の

テ
ー
ブ
ル
に
、
照
明
付
き
の

グ
ラ
ス
棚
。
和
室
は
１
５
０

年
前
の
雰
囲
気
そ
の
も
の
。

小
襖
に
描
か
れ
た
雀
の
絵
は

愛
ら
し
く
、
引
手
に
は
鶴
の

細
か
い
細
工
が
施
さ
れ
て
い

る
。
妻
・
啓
子
さ
ん
の
思
い

出
に
と
、
洗
面
所
と
ト
イ
レ

の
漆
喰
壁
を
啓
子
さ
ん
の
好

き
だ
っ
た
ラ
ベ
ン
ダ
ー
色
に

し
た
。

 

「
新
し
い
こ
と
が
好
き
、
企

画
す
る
こ
と
が
好
き
」
と
い

う
亮
一
さ
ん
。
民
泊
立
ち
上

げ
に
際
し
て
「
自
分
で
出
来

る
事
は
自
分
で
」
と
定
め
、

会
社
設
立
、
各
種
許
認
可
取

得
、
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
制
作
な

ど
一
人
で
や
っ
て
き
た
が
、

全
く
苦
に
な
ら
な
か
っ
た
と

い
う
。「
長
南
町
に
は
困
っ
た

時
に
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ

る
人
が
沢
山
い
る
」
と
、
そ

の
出
会
い
に
も
感
謝
し
て
い

る
。
Ｂ
Ｂ
Ｑ
広
場
や
ド
ッ
グ

ラ
ン
の
増
設
、
イ
ベ
ン
ト
開

催
な
ど
、
今
後
の
事
業
構
想

に
も
余
念
が
な
い
。「
健
康
を

維
持
し
８０
歳
ま
で
は
事
業
を

継
続
し
た
い
」
と
、
意
欲
的

に
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
。

民
泊
、
コ
ン
サ
ー
ト
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
か
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
、
ま
た
は
電
話

に
て
問
合
せ
を
。　

  

（
石
井
）

問
『
遊
・
Ｏ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ａ
』 

長
南
町
長
南
２
４
２
５

長
南
郵
便
局
そ
ば

鶴
岡
さ
ん

☎
０
８
０
・
５
０
２
８
・
３
７
０
４

●
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト 

ｉｎ 

古

民
家『
遊
・
Ｏ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ａ
』

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ヴ
ィ
オ
ラ

の
二
重
奏　

６
／
２１
㈰
１４
時

開
演　

大
人
：
２
千
円　

中

学
生
以
下
：
千
円　

 

「
仕
事
を
楽
し
む
」と
決
め 

70
歳
で
創
業

  

古
民
家
民
泊『
遊
・Ｏ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ａ
』 

鶴
岡
亮
一 

さ
ん

　
            

６
／
21
㈰
に
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催

　

長
南
町
長
南
の
古
民
家
民
泊
『
遊
・
Ｏ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ａ
』
は
、２
０
２
５
年
11
月
に
オ
ー
プ
ン
。
オ
ー

ナ
ー
の
鶴
岡
亮
一
さ
ん
�
が
、
実
家
の
築
１
５
０
年
の
古
民
家
を
全
面
改
修
し
た
も
の
だ
。『
小
川
屋
』

は
、
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
呉
服
商
を
営
ん
で
い
た
地
元
の
豪
商
で
、
３
０
０
年
以
上
の
歴
史

を
持
つ
。
鶴
岡
さ
ん
は
、
両
親
が
他
界
し
空
き
家
と
な
っ
て
い
た
実
家
を
、
一
念
発
起
し
民
泊
施
設
と

し
て
再
生
さ
せ
た
。「
歴
史
を
未
来
に
繋
げ
、
過
疎
の
町
を
活
性
化
し
、
実
家
や
地
域
へ
の
恩
返
し
が

で
き
た
ら
。
70
歳
で
の
創
業
は
全
て
が
新
し
く
、毎
日
が
勉
強
で
、新
た
な
生
き
る
目
標
と
な
っ
た
」と
、

ハ
ツ
ラ
ツ
と
語
る
。

葛
藤
の
末
の
決
意

明
治
時
代
の
実
家
の
銅
版
画
（
上
）

１
５
０
年
前
の
雰
囲
気
が
残
さ
れ
た
和
室
（
下
）

い
く
つ
も
の

こ
だ
わ
り

鶴岡亮一さん（左）と姉の京子さん

↑インスタグラ
ムはこちらから

↑ホームページ
はこちらから

↑コンサート申
込はこちらから

家
族
の
思
い
出

縁
側
と
庭
の
眺
め
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市
原
市
能
満
の
市
原
歴
史

博
物
館
に
て
、
重
要
文
化
財

指
定
速
報
展
『
王
賜
銘
鉄
剣

い
ち
は
ら
が
誇
る
至
宝
』
が

７
／
１２
㈰
ま
で
開
催
さ
れ
て

い
る
。
考
古
資
料
と
し
て
市

原
市
で
初
め
て
重
要
文
化
財

へ
の
指
定
が
決
定
し
た
王
賜

銘
鉄
剣
（
お
う
し
め
い
て
っ

け
ん
）
は
、
文
字
が
刻
ま
れ

た
国
産
の
鉄
剣
と
し
て
現
存

最
古
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、

５
世
紀
半
ば
の
も
の
と
さ
れ

る
。
共
に
稲
荷
台
１
号
墳
か

ら
出
土
し
た
土
器
な
ど
の
副

葬
品
も
、
王
賜
銘
鉄
剣
の
年

代
や
ヤ
マ
ト
王
権
と
の
つ
な

が
り
の
解
明
を
進
め
る
う
え

で
重
要
な
鍵
と
な
る
た
め
併

せ
て
指
定
の
対
象
と
な
り
、
今

回
初
公
開
。
鉄
剣
の
銘
文
に

つ
い
て
銀
象
嵌
（
ぞ
う
が
ん
）

と
さ
れ
て
い
た
も
の
が
金
象

嵌
と
判
明
し
た
こ
と
な
ど
、
令

和
５
～
７
年
度
に
行
わ
れ
た

調
査
で
得
ら
れ
た
最
新
情
報

も
詳
し
く
解
説
さ
れ
て
い
る
。

　

市
の
担
当
者
は
、「
埋
葬
施

設
の
痕
跡
が
発
見
さ
れ
た
稲

荷
台
１
号
墳
の
墳
頂
部
は
、
土

の
流
失
や
木
の
根
に
影
響
を

受
け
な
が
ら
辛
う
じ
て
残
っ

て
い
る
状
態
で
し

た
が
、
そ
の
よ
う

な
場
所
か
ら
発
掘

さ
れ
た
遺
物
を
学

術
的
に
報
告
で
き

た
こ
と
は
快
挙
で

す
。
王
賜
銘
鉄
剣

は
、
何
物
に
も
代

え
が
た
い
市
原
の

宝
で
す
」
と
、
説

明
す
る
。
同
展
で

は
、
企
画
展
関
連

講
座
、
現
地
解
説

会
な
ど
を
開
催
予

定
。

　

さ
ら
に
今
年
度

同
館
で
は
、
重
要

文
化
財
指
定
を
記

念
し
た
関
連
展
示

が
目
白
押
し
。
７
／
１８
㈯
～
９

／
２３
（
水
・
祝
）
は
、
王
賜

銘
鉄
剣
の
時
代
を
特
定
す
る

根
拠
と
な
っ
た
土
器
の
解
説

展
示
『
器
で
は
か
る
古
墳
の

年
代
～
稲
荷
台
１
号
墳
の
須

恵
器（
す
え
き
）と
土
師
器（
は

じ
き
）
～
』、
１０
／
１０
㈯
～
１

／
１１
（
月
・
祝
）
は
、
令
和
８

年
度
特
別
展
『
王
と
剣
～
王

賜
銘
鉄
剣
と
倭
の
五
王
の
時

代
～
』
と
題
し
て
、
王
賜
銘

鉄
剣
に
刻
ま
れ
た
王
の
姿
や
、

剣
を
賜
っ
た
稲
荷
台
１

号
墳
の
被
葬
者
像
に
迫

る
展
示
、
１２
／
１３
㈰
に

は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
王

賜
銘
鉄
剣
が
意
味
す
る

も
の
』
が
開
催
さ
れ
る
。

実
物
を
前
に
、
王
賜
銘

鉄
剣
に
ま
つ
わ
る
物
語

を
味
わ
う
贅
沢
を
、
ぜ

ひ
博
物
館
で
！
詳
し
く

は
Ｈ
Ｐ
か
、
問
合
せ
を
。

　
　
　
　
　
　
（
石
井
）

問
市
原
歴
史
博
物
館

☎
０
４
３
６
・
４１
・
９
３
４
４

https://www.imuseum.jp

・
開
館
：
９
時
～
１７
時
（
最

終
入
館
１６
時
半
）　

月
曜
休
館

（
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）

・
観
覧
料
：
一
般
３
０
０
円
、

高
校
生
２
０
０
円
、
中
学
生
以

下
・
障
が
い
者
と
介
護
者
（
同

人
数
）
無
料

・
企
画
展
関
連
講
座
『
王
賜
銘

鉄
剣
は
な
ぜ
特
別
な
の
か
』　

６
／
７
㈰
１０
時
～
１２
時　

会

場
：
同
館　

当
日
先
着
７０
人

・
特
別
体
験
『
ネ
ー
ム
プ
レ
ー

ト
づ
く
り
』　

６
／
２１
㈰
１０
時

～
と
１３
時
半
～　

各
回
定
員

１０
人　

費
用
：
２
０
０
円　

申
込
：
同
館
当
日
８
時
半
～

・
現
地
解
説
会　

６
／
２８
㈰　

１０
時
半
～
１１
時
半　

同
館
集

合　

当
日
先
着
３０
人

・
館
職
員
に
よ
る
ミ
ニ
展
示
ガ

イ
ド　

毎
週
日
曜
１１
時
半
～

  
重
要
文
化
財
指
定
速
報
展

  
『
王
賜
銘
鉄
剣

　
　
　
　

い
ち
は
ら
が
誇
る
至
宝
』

　
　
　

７
／
12
㈰
ま
で
開
催　

市
原
歴
史
博
物
館副葬品（左）

王賜銘鉄剣・銘文（右）

稲
荷
台
１
号
墳
全
景

 

「
茂
原
七
夕
ま
つ
り
」
に
合
わ

せ
、「
第
６
回
茂
原
七
夕
ま
つ

り
ス
リ
ッ
パ
飛
ば
し
選
手
権
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ス
リ
ッ
パ
飛
ば
し
選
手
権

は
、
大
声
で
願
い
ご
と
を
叫

び
な
が
ら
、
下
駄
飛
ば
し
の

よ
う
に
ス
リ
ッ
パ
を
遠
く
ま

で
飛
ば
す
競
技
で
す
。
参
加

者
全
員
に
参
加
証
明
書
（
ス

リ
ッ
パ
の
飛
行
距
離
記
載
）

が
授
与
さ
れ
、
ス
リ
ッ
パ
の

最
長
不
倒
距
離
を
出
し
た
方

や
、
感
動
的
あ
る
い
は
ユ
ニ
ー

ク
な
願
い
ご
と
を
し
た
方
が

表
彰
さ
れ
ま
す
。

　

過
去
の
優
勝
し
た
願
い
事

は
「
宇
宙
飛
行
士
に
な
り
た

い
」「
来
年
も
親
子
で
ス
リ
ッ

パ
飛
ば
し
大
会
に
出
る
ぞ
ー
」

な
ど
。
他
に
も
「
震
災
来
る

な
！
」「
ど
ん
な
病
気
で
も
治

せ
る
お
医
者
さ
ん
に
な
り
た

い
！
」「
茂
原
が
こ
ん
な
に
い

い
と
こ
ろ
だ
と
も
っ
と
知
っ

て
ほ
し
い
！
」
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。
手
を
つ
な
ぎ
な
が

ら
願
い
事
を
叫
ん
だ
ご
夫
婦

や
、
仲
良
く
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

と
お
孫
さ
ん
で
参
加
さ
れ
た

方
も
。
ぜ
ひ
皆
で
願
い
ご
と

を
届
け
て
み
て
は
。

・
日
時　

７
月
２６
日
㈰　

１６
時
～
１７
時

・
会
場　

茂
原
市
役
所 

市
民
広
場

・
参
加
資
格　

年
齢
問
わ

ず　

誰
で
も
可
（
先
着

３０
名
）

・
参
加
費　

無
料

・
申
込　

メ
ー
ル
に
て　

①
氏
名
、
②
住
所
、
③
連
絡

先
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）、
④
叫
び
た
い

願
い
ご
と
を
明
記　

当
日
参

加
も
可　

７
月
１９
日
㈰
〆
切

ア
ド
レ
ス
：hitoshi.inoue

@statcom.co.jp

・
主
催　

茂
原
ス
リ
ッ
パ
飛
ば

し
選
手
権
実
行
委
員
会

問
井
上
仁
志

☎
０
８
０
・
２
２
１
３
・
９
２
１
５

 

茂
原
七
夕
ま
つ
り 

 

「
ス
リ
ッ
パ
飛
ば
し
選
手
権
」参
加
者
募
集

　

今
回
と
次
回
は
、
と
き
め

き
で
胸
が
熱
く
な
り
、
感
動

と
興
奮
が
尽
き
な
い
「
名
画
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
文
中
：

監
督
＝
Ｄ
、
俳
優
＝
Ａ
、
音

楽
＝
Ｍ
、
年
は
日
本
公
開
時
。

一
部
引
用
あ
り
）

●
「
風
と
共
に
去
り
ぬ
」
１
９

５
２
年
（
Ｓ
２７
）
米
国　

Ｄ

ヴ
ィ
ク
タ
ー
・
フ
レ
ミ
ン
グ  

Ａ
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン
・
リ
ー
、

ク
ラ
ー
ク
・
ゲ
ー
ブ
ル　

Ｍ

マ
ッ
ク
ス
・
ス
タ
イ
ナ
ー　

２
２
２
分　

米
国
で
の
公
開

は
、
第
二
次
世
界
大
戦
が

欧
州
で
開
戦
し
た
１
９
３
９

年
。
南
北
戦
争
下
の
ア
メ
リ

カ
で
、
南
部
の
大
富
豪
の
娘

ス
カ
ー
レ
ッ
ト
・
オ
ハ
ラ
が
、

激
動
の
時
代
を
強
く
奔
放
に

生
き
る
半
生
を
描
く
。
舞
台

と
な
っ
た
ア
ト
ラ
ン
タ
で
は

ワ
ー
ル
ド
プ
レ
ミ
ア
が
行
わ

れ
、
当
時
と
し
て
は
画
期
的

な
長
編
カ
ラ
ー
だ
っ
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
空
前
の
世
界
的

大
ヒ
ッ
ト
。
主
題
曲
「
タ
ラ

の
テ
ー
マ
」
は
現
在
も
名
曲

と
言
わ
れ
る
。
第
１２
回
ア
カ

デ
ミ
ー
賞
で
作
品
賞
・
監
督

賞
・
主
演
女
優
賞
な
ど
１０
部

門
に
輝
い
た
不
朽
の
名
作
。

助
演
女
優
賞
の
ハ
テ
ィ
・
マ

ク
ダ
ニ
エ
ル
は
、
黒
人
俳
優

で
初
の
受
賞
者
。
主
演
の
ヴ
ィ

ヴ
ィ
ア
ン
は
受
賞
後
、
映
画

よ
り
舞
台
を
主
に
活
動
し
た
。

●
「
誰
が
為
に
鐘
は
鳴
る
」

１
９
５
２
年
（
Ｓ
２７
）
米
国

Ｄ
サ
ム
・
ウ
ッ
ド　

Ａ
ゲ
イ

リ
ー
・
ク
ー
パ
ー
、
イ
ン
グ

リ
ッ
ド
・
バ
ー
グ
マ
ン
、
カ

テ
ィ
ー
ナ
・
パ
ク
シ
ヌ
ー
、
エ

イ
キ
ム
・
タ
ミ
ロ
フ　

１
７
０

分　

ア
ー
ネ
ス
ト
・
ヘ
ミ
ン
グ

ウ
ェ
イ
が
１
９
４
０
年
に
出

版
し
た
同
名
の
長
篇
小
説
を

１
９
４
３
年
に
カ
ラ
ー
映
画

化
。
第
二
次
世
界
大
戦
直
前

の
ス
ペ
イ
ン
動
乱
（
１
９
３
６

～
３９
年
）
が
舞
台
。
ス
ペ
イ

ン
共
和
国
政
府
と
国
民
戦
線

軍
に
よ
る
内
戦
で
、
政
府
側

の
義
勇
兵
と
し
て
戦
う
若
き

ア
メ
リ
カ
人
の
数
日
間
の
心

情
を
追
う
。
壮
絶
な
戦
時
下

で
の
悲
恋
ド
ラ
マ
に
、
髪
を

短
く
し
撮
影
に
入
っ
た
ヒ
ロ

イ
ン
役
の
イ
ン
グ
リ
ッ
ド
・

バ
ー
グ
マ
ン
は
、
体
当
た
り

の
熱
演
。
第
１６
回
ア
カ
デ
ミ
ー

賞
助
演
女
優
賞
、
ゴ
ー
ル
デ

ン
グ
ロ
ー
ブ
賞
助
演
男
優
賞
・

助
演
女
優
賞
受
賞
。

●
「
８０
日
間
世
界
一
周
」
１
９

５
７
年
（
Ｓ
３２
）
Ｄ
マ
イ
ケ

ル
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン　

Ａ
デ

ヴ
ィ
ッ
ト
・
ニ
ー
ヴ
ン
、
カ
ン

テ
ィ
ン
フ
ラ
ス
、
Ｍ
ヴ
ィ
ク

タ
ー
・
ヤ
ン
グ　

１
６
９
分  

フ
ラ
ン
ス
の
作
家
、
ジ
ュ
ー

ル
・
ヴ
ェ
ル
ヌ
の
同
名
小
説
が

原
作
。
日
本
を
含
む
世
界
各

国
の
風
景
が
カ
ラ
ー
で
楽
し

め
る
観
光
映
画
。
飛
行
機
の

出
現
し
て
い
な
い
１
８
７
２

年
、
英
国
紳
士
と
執
事
は

２
万
ポ
ン
ド
の
賭
け
に
勝
つ

た
め
、
気
球
・
鉄
道
・
蒸
気

船
な
ど
で
８０
日
間
の
世
界
一

周
を
目
指
す
。
名
優
デ
ヴ
ィ
ッ

ド
・
ニ
ー
ヴ
ン
が
英
国
紳
士
、

世
界
的
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
の
カ

ン
テ
ィ
ン
フ
ラ
ス
が
執
事
を

演
じ
る
。
第
２９
回
ア
カ
デ
ミ
ー

賞
最
優
秀
作
品
賞
・
最
優
秀

撮
影
賞
・
最
優
秀
映
画
編
集

賞
・
最
優
秀
音
楽
賞
・
最
優

秀
脚
本
賞
受
賞
。
格
調
高
く

優
雅
な
テ
ー
マ
曲
は
、「
世
界

旅
行
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
う

と
今
で
も
使
わ
れ
る
。
作
曲

者
の
ヤ
ン
グ
は
本
作
公
開
の

直
後
に
死
去
し
、
最
優
秀
音

楽
賞
は
死
後
の
受
賞
。
４０
人

を
超
え
る
豪
華
ス
タ
ー
が
ス

ポ
ッ
ト
出
演
し
て
い
る
こ
と

で
も
有
名
な
作
品
。

　
　
　
　

 　
（
次
回
に
続
く
）

 

懐
か
し
の

　
　
　
　
　
シ
ネ
マ
20

黛葉（まゆずみ・よう）
茂原市在住。1942 年生。
元映画配給会社宣伝プロ
デューサー。現役時代は年
200 本以上を鑑賞、放送さ
れた洋邦画の録画 DVDは
1100 枚以上にのぼる。

　

６
月
４
日
か
ら
９
日
、

夢
ホ
ー
ル
（
市
原
市
更

級
）
で
『
小
湊
鐵
道
を

撮
る
仲
間
た
ち
』
展
が

開
催
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
写
真
展
は
、
小
湊
鐵

道
を
こ
よ
な
く
愛
す
る

写
真
仲
間
が
、
多
く
の

人
に
小
湊
鐵
道
の
美
し

い
景
観
を
楽
し
ん
で
も

ら
い
た
い
と
企
画
。
５

年
前
か
ら
は
市
原
市
で

大
規
模
に
実
施
し
、
毎

年
好
評
を
得
て
い
る
。

　

今
回
の
写
真
展
も
参
加
者

を
募
集
。
市
原
市
内
外
か
ら

８３
名
が
応
募
し
、
ひ
と
り
１

点
、
全
紙
を
中
心
に
展
示
発

表
さ
れ
る
。
個
人
ま
た
は
団

体
の
一
員
と
し
て
各
地
で
活

動
し
て
い
る
写
真
愛
好
家
た

ち
の
作
品
は
、
五
井
駅
か
ら

順
に
南
へ
と
く
だ
っ
て
い
く

各
駅
と
そ
の
周
辺
で
撮
影
さ

れ
た
も
の
。
個
性
的
で
多
彩
、

ど
れ
も
魅
力
あ
る
風
景
写
真

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
特

別
企
画
と
し
て
、
有
名
な
鉄

道
写
真
家
・
中
井
精
也
氏
の

「
ゆ
る
鉄
画
廊
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｄ
」

が
併
設
、
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
も
あ
り
（
㈮

㈯
㈰
、
㈮
は
午
後
）。

小
湊
鐵
道
の
グ
ッ
ズ

も
㈯
㈰
に
販
売
す
る
。

見
応
え
あ
る
写
真
展
、

ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て

み
て
は
。

●
『
小
湊
鐵
道
を
撮

る
仲
間
た
ち
』
展

・
６
月
４
日
㈭
～
９

日
㈫　

１０
～
１７
時（
最

終
日
は
１５
時
ま
で
）

・
夢
ホ
ー
ル
（
ス
ポ
ー
ツ
デ
ポ

市
原
五
井
店
１
Ｆ
・
市
原
市

更
級
）　

無
料
駐
車
場
完
備　

入
場
無
料

・
主
催
：
小
湊
鐵
道
を
撮
る
仲

間
た
ち
展
実
行
委
員
会

問
鍵
田
さ
ん

☎
０
９
０
・
９
０
０
８
・
１
８
６
２

『
小
湊
鐵
道
を
撮
る
仲
間
た
ち
』展 

開
催

撮
影
：
菅
原
譲
太
郎

撮
影
：
菅
原
譲
太
郎
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◆専用申込書をＦＡＸまたは郵送でお送りします。
◆申込書に所定の内容を記入後、ご返送ください。

　追って掲載料金等を記載した受注書を発行します。
◆掲載料は前払いなので、受注書を確認されたらお振
　込ください。掲載紙面は１部ご郵送します。

●売地 大網白里市南横川 123.05㎡（37.22坪）47万円 
東南角日当良 本下水接続済 杉浦080-5488-1874案内可

●ピアノ　漆田   0120-00-4210

●金プラチナ商品券　相場・額面の90～ 97%で
てんとう虫　☎0475-72-9400   大網店　休み不定
0476-36-4388   富里店　 043-310-5825   都賀店

●全日制フリースクール　中学不登校生のための学
びの場です　成美学園中等部 ☎0475-44-5777
●着付教室　毎㈰10時〜 11時・13時〜 14時　1回
500円　浴衣から二重太鼓まで　詳しくはお問合せ下
さい　きもの館まるへい　茂原店 ☎0475-25-2617
担当：小谷部　岬本店 ☎0470-87-2707担当：飯野

●ピアノのレンタル　漆田   0120-00-4210

●リサイクル着物セール　着物・帯１点500円３点
1,000円〜　新品着物・帯1万円〜　６／ 20㈯21㈰
10時〜 18時　長生郡睦沢町大谷木493　相馬方　
アンティークきものランド　☎090-2650-3404
●教育相談　ニート・不登校・学力不足・ひきこも
り　初回無料　要予約　成美学園　☎0475-44-5777

申し込み方法

※個人情報や呼びかけなどにご利用ください。
※内容を箇条書きにして、住所、氏名、電話番号を明記
し、ＦＡＸか郵送、メールで、またはH Pの申込フォー
ムからお申込みください　ＦＡＸ0436-21-9142
メール： k i j i @ c l - s h o p . c o m
h t t p s : / / w w w . c l - s h o p . c o m / m o u s h i k o m i /

●保護猫の譲渡会　６／14㈰ラジコンショップはっぴー
奥（市原市古市場614-10）　６／ 28㈰小仲台新向会自
治会館（千葉市稲毛区小仲台 2-13-5）　11～15時　「NPO 
法人ねこけん千葉支部 O f f i c i a l   B l o g」で検索
●保護猫の譲渡会　６／ 21㈰　12～ 15時　大覚寺（千
葉市生実町1738）　みはまねこ　☎080-9050-2211
●子猫差し上げます　４／ 10生　キジ白２・白黒２
オス・メス　生涯可愛がって下さる方に　
茂原・中村　☎0475-23-4651
●子猫差し上げます　生後１カ月　黄色１、ミケ１　お
届けします　長生・中島　☎090-6197-5860

●上総の里の室内楽・田園あんさんぶる　月２回・㈰
午後　千葉・大網白里・茂原・東金の公共施設にて
バイオリン・ビオラなどの楽器演奏者　ビバルディや
モーツァルトから日本のわらべ歌まで演奏　
原田　 ☎ 090-9819-8035
●シニアの社会参加　生きがい・人とのつながり・助
け合い活動　詳しくは「ナルク」ホームページにて
ニッポン・アクティブライフ・クラブ  ナルク茂原「い
ちごの会」　 ☎ 0475-26-5229

●本多義光・典子 陶芸二人展　６／６㈯～ 13㈯　10～
16時　ほんだ工房（いすみ市岬町榎沢755-5）　自宅の
工房で約160点展示　馬や植物がモチーフ　器、大皿、花
入れなど　☎090-4207-8444
●磯・いそ探検隊　６／６・20㈯　13時半～　県立中
央博物館分館・海の博物館（勝浦市）　研究員の案内で
磯の生きものを観察　初心者向けのミニ観察会　保険
料50円と入館料（一般200円、大高生100円、中学生以下
と65歳以上は無料）　当日受付・各日先着15名・３歳以
上（小学生以下は保護者同伴）　☎0470-76-1133
●健康サルサ教室　６／６・13・27㈯　10～ 11時半
大網白里市中央公民館　１回600円　「ステップを踏み
ながら手を叩く」など体と頭を同時に使うダンス　運動
が苦手な方O K　サンダル不可　☎0475-51-1493
●宗吾霊堂紫陽花まつり　６／７㈰～ 28㈰　宗吾霊堂
あじさい園（成田市）　広大な敷地に7,000株が咲く　
期間中の各㈰に茶会（後半２回は休止）、二胡や箏・尺八

の演奏会、農産物販売もあり　☎0476-24-3232　
●長南支部写真展　６／９㈫～ 15㈪　９～ 17時、初日
13時～、最終日13時まで　長南町中央公民館　全日写連・
長南支部長　石田　☎090-1807-7466
●涼を感じる駿河の彩・房州の風　６／ 10㈬～ 21㈰ 
11～ 17時　大谷家具ギャラリー（長南町）　無料　江戸
時代から静岡に伝わる細い竹の丸ひごで組立てる繊細
で涼しげな花器や風鈴、茶染の手ぬぐいやストール　襖
絵師による一点もの手描き房州うちわ　作家在廊：６
／ 10・13・14・20・21　☎0475-47-3530　
●みんなで歌おう会　６／ 12㈮13時半～　茂原市総
合市民センター　童謡、唱歌、民謡など1,000曲の中から
リクエストで　プロのピアニストやテノール歌手が司
会・進行　歌の好きな方ならどなたでも　一般500円
吉田　☎090-2580-8941
●ふれあいダンスパーティ　６／ 13㈯13時〜　高貫
ダンススクール（いすみ市岬町）　2,000円　
サークルたんぽぽ　☎090-4208-1210
●日本ミツバチプロの捕獲方法の講習会　６／ 13㈯
10〜12時　茂原市三ケ谷1936　巣箱、蜂、金稜辺の展示、
10群捕獲の方法　1,000円　古山　☎080-1153-2513
●長南町あじさい祭り　６／ 13㈯　９〜 15時　野見
金公園（長南町）　約1700株のアジサイが咲く　竹あか
り作りのワークショップやグルメ販売、ステージ発表な
ど　巡回バスも予定　長南町の魅力スポットを巡るスタ
ンプラリー（6／ 7～ 21）も開催　☎0475-46-3397　
●青少年のための科学の祭典 　６／ 13㈯14㈰　９時
半～15時半　 千葉市科学館（千葉市）　いろいろな実験・
観察・工作で科学のおもしろさや不思議を体験　ブース：
C D 分光器、ストロートロンボーン、ゴムの力でクルマを
動かす、バスボム作り、液体万華鏡作り、分子模型・万華
鏡作り、他多数　 無料　☎043-308-0511
●大原フォトクラブ写真展　６／ 13㈯～ 21㈰　9～ 17
時、最終日16時　茂原市立美術館　会期中無休　無料　
８名によるネイチャーや日常の中の非日常を切り取っ
た自由作品40点他　20㈯14時～講師のギャラリートー
ク開催　後藤　☎090-5829-2488
●藻原寺フリーマーケット　６／ 13・27㈯　９〜 13時
茂原市役所近く　雨天中止　車出店：2,500円　初出店
希望者は当日・本部受付へ　詳細は　「茂原骨董市公式」
で検索　☎090-4950-6193（録音の開催情報）
●南総コーラスのつどい　６／ 14㈰　13時開演　い
すみ市岬ふれあい会館　入場無料　南総合唱連盟は大
網白里、茂原、いすみ、大多喜、御宿、勝浦の合唱団で構成
18ステージを演奏予定　伊藤　☎090-3512-4045

●フリーマーケット　６／ 14・21・28㈰　８～ 15時
雨天中止　熊野の清水公園駐車場（長南町佐坪）
牧場のしぼりたて牛乳で作った牛乳ようかんもあり
☎090-1611-4860
●茂原市市民美術展　６／ 20㈯まで　９〜 17時、最終
日15時　茂原市立美術館　無料　日本画、洋画、工芸、彫
刻　第40周年記念展　問合せ：茂原市美術協会事務局　
永嶋　☎090-3310-0069
●小さなマルシェ土曜市 　６／ 20㈯　10～ 14時　農
家食堂くりくり山房（茂原市萱場）　地元８人の手作り
品販売　野菜、菓子、ジャム、惣菜、手芸品など　12時～里
山カフェも（軽食）　☎090-7425-1433　
●医療公開講座　６／ 20㈯　14〜 15時半　塩田記念病
院・１Ｆロビー（長柄町）　「加齢とせぼねの病気」「ス
トレートネックのセルフケア」「高齢者のけが・圧迫骨
折」　定員60名　参加無料　要申込・㈪～㈯・9～ 17時
受付　☎ 0475-35-0031
●社交D A Nパーティ　６／ 20㈯13時半～　市原ダン
ススクール　1,000円　主催：さくらサークル　
☎090-4746-1220　
●古着をつかったワークショップ 　６／ 20・27㈯　
13時半～　市原湖畔美術館　無料　持ち寄った古着を
裂いて編み、小さな布のピースをつくる　それらを１
つの大きな作品として繋ぎ合わせ展示（11／ 25～ 12
／ 20）　古着があれば持参　４歳～・未就学児は保護
者同伴　申込はH Pで　☎0436-98-1525
●こどものためのわくわくコンサート　６／ 21㈰
11時開演　茂原市役所市民室　無料　赤ちゃん～大人
メゾソプラノ、チェロ、ピアノで童謡からクラシックま
で　茂原市音楽協会　片岡　☎090-3313-7312 
●ふれあいダンスパーティ　６／ 21㈰12時半～ 16時・
サンライズ九十九里・2,000円・要予約　29㈪13〜 16時・
茂原市総合市民センター・1,000円・３回参加で半額
主催：ダンス松本　☎090-3047-0488
●日本ミツバチ趣味の養蜂講習会　６／ 21㈰　13～
16時　希望により平日も可　大網白里市・かなり宅
入居率の高い巣箱造り・臭い付け・飼育管理等の要素技
術を動画とオリジナル資料で分かりやすく説明　3,000
円　☎090-4918-2388
●千葉市少年自然の家・こだわりワークショップ　骨
付きチキンの本格スパイスカレー作り：６／ 21㈰10～
14時・骨付きチキンカレー、焼き茄子のサラダ、チャイ・
どなたでも、中学生まで要保護者同伴・先着17組程度・
６／ 13〆切　プロジェクトアドベンチャー指導者体験
会：７／ 11㈯13～ 17時・人間関係づくりのための体

験学習の手法、特徴と基本概念を体験・満18歳以上・先
着20名・７／８〆切　参加費等はH Pにて　要申込　
☎0475-35-1131
●深緑・翡翠色を染める　６／ 24㈬　10〜 12時　茂
原市民センター　300円、シティライフ持参で無料　絹
地小スカーフを染める　エプロン持参　要申込　
帆足工房　☎0475-24-0800　
●茂原地区ハーモニカ教室発表会　６／ 28㈰　12時半
開演　茂原市東部台文化会館民　無料　８教室の会員に
よる、合奏、重奏、独奏を　鹿倉　☎0475-23-6348
●裁判ウォッチング　６／ 29㈪～７／３㈮　12時半〜
16時頃　千葉県弁護士会館集合　千葉地方裁判所で行わ
れる実際の刑事裁判を傍聴、引率の弁護士による解説や
質疑応答など　各日10名　往復はがきで要申込　６／
12必着　☎043-227-8431
●水引ワークショップ 　７／５㈰　14〜 16時　青葉の
森公園芸術文化ホール練習室　和紙の飾り紐で根付けを
作る　2,000円（材料費込）　先着30名　電話・F A X・メー
ル で要申込　６／ 25〆切　☎043-266-3511
●小髙悦子・小林てる子絵画展・野辺の花  々　７／ 20
㈷まで　９〜 16時半　田園の美術館（いすみ市）　無
料　㈪休館（㈷のぞく）　いすみに暮らし、いすみを描
く　四季折々の野の花の新作を中心に、約40点　本企画
展終了後、改修工事のため休館予定　☎0470-86-3708
●内田真理展・かえりみちを探す　７／ 26㈰までの
㈮㈯㈰　11〜 17時　夏庭（長柄町榎本479）　無料　母
の実家を改装しギャラリーとして10年、版画家として
の自身の作品を展示　☎070-3121-5031
●下川𠮷博展　７／ 30㈭まで　９〜 16時半　月の沙漠
記念館（御宿町）　無料　㈬休館（祝日は翌日）　睦沢町
在住の画家　魂を見つめて描く　☎0470-68-6389

●植木鉢差し上げます　多種多様・大小な鉢　数百有り
茂原・古山　☎080-1153-2513
●ガラス等を差し上げます　 ステンドグラス用　
山武・竹中　☎090-5587-0276

申し込み方法



　

ピ
ア
ノ
が
な
け
れ
ば
人
生

で
は
な
い
。
青
柳
さ
ん
の
ピ

ア
ノ
の
始
ま
り
は
、
通
っ
て

い
た
幼
稚
園
で
週
に
１
回
行

わ
れ
る
オ
ル
ガ
ン
教
室
に
参

加
し
た
こ
と
だ
っ
た
。
ク
ラ

ス
の
多
く
の
子
ど
も
が
通
っ

て
い
た
も
の
の
、
小
学
校
に

入
っ
た
頃
、
周
り
の
み
ん
な

は
や
め
て
い
た
と
か
。
習
い

事
と
し
て
本
格
的
に
個
人
の

ク
ラ
シ
ッ
ク
ピ
ア
ノ
教
室
に

通
い
始
め
、
バ
イ
エ
ル
や
ブ

ル
グ
ミ
ュ
ラ
ー
な
ど
練
習
曲

を
順
調
に
進
め
て
い
っ
た
。

「
発
表
会
の
前
に
は
親
と
一
緒

に
綺
麗
な
ワ
ン
ピ
ー
ス
を
買

い
に
行
っ
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。
ピ
ア
ノ
の
他
に
習

字
も
習
い
ま
し
た
が
、
小
学

校
で
辞
め
て
し
ま
い
ま
し
た
」

と
い
う
青
柳
さ
ん
。
音
楽
だ

け
で
な
く
、
運
動
も
大
好
き

と
い
う
活
発
な
女
の
子
だ
っ

た
。
高
校
時
代
は
テ
ニ
ス
部

に
所
属
し
、
今
で
も
趣
味
と

し
て
楽
し
ん
で
い
る
も
の
の
、

や
は
り
ピ
ア
ノ
に
勝
る
も
の

は
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

そ
の
後
、
短
大
を
卒
業
し

た
青
柳
さ
ん
。
２０
歳
に
な
っ

て
就
職
先
と
し
て
選
択
し
た

の
は
『
ヤ
マ
ハ
音
楽
教
室
』。

教
育
系
の
短
大
に
通
っ
て
い

た
青
柳
さ
ん
に
と
っ
て
、
音

大
卒
か
を
問
わ
な
い
ヤ
マ
ハ

は
魅
力
的
だ
っ
た
。
当
時
は

小
学
校
の
ク
ラ
ス
半
分
が
ヤ

マ
ハ
に
通
っ
て
い
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
ほ
ど
生

徒
数
は
爆
増
。「
活
気
が
あ
っ

て
講
師
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

私
は
ピ
ア
ノ
や
エ
レ
ク
ト
ー

ン
に
加
え
て
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ス

の
ド
ラ
ム
も
教
え
て
い
ま
し

た
。
退
職
す
る
ま
で
の
１６
年

間
、
バ
ラ
色
の
職
場
で
し
た
」

と
、
笑
顔
を
見
せ
る
。

　

３６
歳
に
な
っ
た
青
柳
さ
ん

は
、
こ
こ
で
人
生
の
一
大
転

機
を
図
っ
た
。
な
ん
と
２０
歳

か
ら
始
め
て
い
た
ジ
ャ
ズ
ピ

ア
ノ
を
学
ぶ
た

め
に
ア
メ
リ
カ

に
渡
っ
た
の
だ
。

「
バ
ー
ク
リ
ー

に
あ
る
音
楽
カ

レ
ッ
ジ
に
進
み

ま
し
た
。
１６
年

間
働
い
て
貯
め

て
い
た
の
で
金

銭
的
な
不
安
は

な
か
っ
た
の
で

す
が
、
周
囲
に

は
反
対
さ
れ
る

と
思
っ
た
の
で
、

出
発
の
日
に
ち
が
決
ま
る
ま

で
内
緒
に
し
て
い
た
ん
で
す
」

と
い
う
か
ら
驚
き
だ
。
英
会

話
教
室
に
も
通
い
続
け
て
い

た
の
で
、
日
常
会
話
は
大
丈

夫
だ
が
、
そ
れ
で
も
実
際
に

現
地
に
行
く
と
話
す
ス
ピ
ー

ド
も
速
く
て
困
る
こ
と
も

あ
っ
た
と
か
。「
４
年
間
通
い

ま
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
の
大

学
は
３０
、
４０
代
も
多
い
の
で

違
和
感
も
な
か
っ
た
し
、
授

業
も
英
語
で
す
が
音
楽
用
語

が
多
い
の
で
大
丈
夫
で
し
た
」

と
い
う
。
大
学
で
は
ジ
ャ
ズ

の
作
曲
、
演
奏
、
そ
し
て
ク

ラ
シ
ッ
ク
ピ
ア
ノ
に
つ
い
て

学
ん
だ
。
言
語
だ
け
な
く
文

化
が
異
な
る
世
界
で
生
活
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
自
身
に

と
っ
て
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
。「
今
で
い
う

多
種
多
様
。
言

い
た
い
こ
と
を

は
っ
き
り
と
言

い
、
他
人
が
全

く
気
に
な
ら
な

く
な
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
、

今
度
は
４０
歳
で
帰
国
し
た
時
、

再
び
日
本
の
生
活
に
馴
染
む

の
が
大
変
で
し
た
」
と
、
青

柳
さ
ん
。

　

出
身
地
の
大
阪
や
横
浜
の

ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ノ
を
弾
き
な
が

ら
、
生
徒
に
ピ
ア
ノ
を
教

え
て
い
た
青
柳
さ
ん
。
友

人
が
開
催
し
た
ホ
ー
ム
パ
ー

テ
ィ
ー
で
ご
主
人
と
出
会
い
、

結
婚
を
機
に
市
原
市
へ
転
居

し
た
の
は
５６
歳
の
頃
。
今
で

も
横
浜
や
市
原
市
の
自
宅
で

ピ
ア
ノ
を
教
え
な
が
ら
、
ラ

イ
ブ
活
動
を
続
け
て
い
る
。

「
こ
れ
ま
で
に
教
え
た
生
徒

は
、
２
０
０
人
く
ら
い
で
す
。

ア
マ
チ
ュ
ア
の
ピ
ア
ニ
ス
ト

に
な
っ
た
生
徒
も
い
て
、
音

楽
を
続
け
て
く
れ
る
こ
と
は

と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
教
室

は
、
子
ど
も
は
ク
ラ
シ
ッ
ク

を
習
う
こ
と
も
可
能
で
す
し
、

初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
」
だ

と
か
。
青
柳
さ
ん
が
教
え
る

上
で
気
を
付
け
て
い
る
の
は
、

『
本
人
が
希
望
し
て
い
る
以
上

に
詰
め
込
ま
な
い
こ
と
』
や

『
名
前
を
た
く
さ
ん
呼
ん
で
あ

げ
る
こ
と
』
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
大
切
に
し
て

い
る
。
自
身
の
練
習
も
怠
ら

ず
、
毎
日
チ
ェ
ル
ニ
ー
や
ハ

ノ
ン
な
ど
の
練
習
曲
で
指
を

動
か
す
。
毎
日
忙
し
い
が
、

そ
ん
な
中
で
も
欠
か
せ
な
い

の
が
定
期
的
に
行
う
ジ
ャ
ズ

ラ
イ
ブ
。
ピ
ア
ノ
、
ベ
ー
ス
、

ド
ラ
ム
の
ト
リ
オ
で
、
メ
ン

バ
ー
で
調
整
し
な
が
ら
、
千

葉
み
な
と
や
成
田
、
千
葉
駅

近
く
の
飲
食
店
な
ど
で
演
奏

を
続
け
て
い
る
。「
ジ
ャ
ズ
は

楽
譜
に
書
い
て
あ
る
通
り
に

演
奏
す
る
の
で
は
な
く
、
相

手
が
出
す
ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー

に
自
分
も
文
法
を
変
え
て
返

す
も
の
。
ま
る
で
会
話
を
す

る
よ
う
に
楽
し
め
て
、
組
む

人
が
代
わ
る
と
違
う
も
の
が

出
来
上
が
る
の
が
魅
力
。
同

じ
こ
と
を
繰
り
返
さ
な
い
の

で
簡
単
で
は
な
い
で
す
が
、

少
し
で
も
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ノ
の

魅
力
を
伝
え
て
い
け
た
ら
嬉

し
い
で
す
」
と
話
す
、
青
柳

さ
ん
。
８
月
３０
日
、
千
葉
み

な
と
の
ク
リ
ッ
パ
ー
で
『
青

柳
よ
う
こ　

ジ
ャ
ズ
ト
リ
オ
』

を
開
催
予
定
。
１３
時
か
ら
１５

時
ま
で
。
料
金
３
０
０
０
円

（
１８
歳
以
下
１
５
０
０
円
）。

ピ
ア
ノ
教
室
な
ど
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
を
。　
　
　
（
松
丸
）

　
問
青
柳
さ
ん

☎
０
８
０
・
８
７
０
６
・
１
９
２
０

  
人
生
は
い
つ
で
も
音
楽
と
共
に

　
　
　
　
　

 

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト　

青
柳
よ
う
こ 

さ
ん

　

市
原
市
在
住
の
青
柳
よ
う
こ
さ
ん
�
は
、
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

「
５
歳
か
ら
始
め
た
ピ
ア
ノ
は
、
私
に
と
っ
て
ご
飯
を
食
べ
る
こ
と
と
同
じ
く
ら
い
、
人
生

で
欠
か
せ
な
い
も
の
。
小
学
校
２
年
生
の
頃
、
ユ
ー
ハ
イ
ム
の
お
菓
子
を
も
ら
っ
て
付
録

に
あ
っ
た
レ
コ
ー
ド
盤
が
ジ
ャ
ズ
の
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
で
し
た
。
ピ
ア
ノ
と
ベ
ー
ス
、

ド
ラ
ム
の
ト
リ
オ
で
、
今
思
え
ば
将
来
や
り
た
い
と
思
う
き
っ
か
け
だ
っ
た
の
か
も
」
と
、

話
す
青
柳
さ
ん
。
今
で
は
、
県
内
の
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で
定
期
的
に
演
奏
し
な
が
ら
、

自
宅
で
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
ピ
ア
ノ
を
教
え
る
日
々
を
送
っ
て
い
る
。「
ジ
ャ
ズ
の
コ
ン

テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
な
サ
ウ
ン
ド
が
好
き
で
す
。
こ
の
ま
ま
ず
っ
と
音
楽
を
や
っ
て
い
き
た
い

で
す
。３
年
前
か
ら
は
趣
味
で
バ
イ
オ
リ
ン
も
始
め
た
ん
で
す
よ
」と
微
笑
む
青
柳
さ
ん
の
、

人
生
や
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ノ
の
魅
力
に
迫
っ
た
。

ジ
ャ
ズ
を
心
で

楽
し
ん
で

Ｎ
Ｏ 

Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｏ

Ｎ
Ｏ 

Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ

自
宅
で
ピ
ア
ノ
を
弾
く
青
柳
さ
ん
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